
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

近代日中文化の比較研究 

 

氏氏名名：：      朱朱  琳琳／／ZZHHUU  LLiinn  EE--mmaaiill：：  zzhhuulliinn@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会、、日日本本思思想想史史学学会会、、地地球球シシスステテムム倫倫理理学学会会  

研研究究分分野野：：  交交流流史史、、国国際際文文化化学学、、日日本本思思想想史史  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化理理解解、、近近代代化化論論、、中中国国文文学学研研究究会会、、鶴鶴見見和和子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・１１９９世世紀紀〜〜２２００世世紀紀ににおおけけるる日日本本とと中中国国のの文文化化交交渉渉史史  

・・異異文文化化受受容容・・他他者者認認識識をを中中心心ととすするる国国際際文文化化論論  

・・外外国国人人留留学学生生向向けけのの日日本本語語・・日日本本文文化化のの教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

課課題題１１：：「「多多領領域域ををむむすすぶぶ日日本本知知識識人人のの中中国国認認識識のの形形成成」」  

我々は常に他者という鏡を通して自己を構築している。近代日本の知識人たちが他者としての中国を見

る際に，自らどのような問題意識を持ち，戦争を経験して戦後になってからその意識がどのように転換し

たのか，彼らにとって中国はいかなる存在であるか。この一連の問題にアプローチするために，私は「中

国文学研究会」という知識人の集団に注目した。 

その同人である竹内好・武田泰淳・實藤恵秀・松枝茂夫・岡崎俊夫・増田渉などは，戦時中に積極的に

文筆活動を行い，戦後でも戦後思想・戦後文学・文化交渉と言語問題・ジャーナリズムという四つの領域

に引き続き活動を展開されていた。そのため，本研究はいわゆる団体としての活動時期に縛られず，前述

した四つの領域に形成された様々な中国像を有機的に関係することを検証し，戦後日本の中国認識の形成

過程の一側面を解明する。 

課課題題２２：：「「日日中中近近代代思思想想のの歴歴史史像像とと連連鎖鎖」」  

東日本大震災以後，日本福島原発事故を象徴として，欧米中心的近代がすでに破綻を迎えたという論調

がしばしば見える。本研究は新たな近代性を創出する一環として，日本と中国を中心とする東アジアに見

られた「内発性・主体性・共生性」を中心とする近代性の歴史像を発見したい。 

考察対象として取り上げたのは，日本において「内発的発展論」の提唱者として知られている鶴見和子

（1918－2006）と，中国において「小城鎮建設」などの地域発展理論で国際的な注目を集めていた費孝通

（1910－2005）である。本研究は二人の理論が産出される経緯に注目し，その近代思想の内実を比較しな

がら，彼らの視点を通して戦後における日本と中国の「草の根の人々」が，近代化のプロセスにおいてど

のような役割を果たしたかを探究する。歴史的経験を通して今後の日本と中国が連携しながら自国の特徴

に符合するような発展を実現するための指針を提供したい。 
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所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

近代日中文化の比較研究 

 

氏氏名名：：      朱朱  琳琳／／ZZHHUU  LLiinn  EE--mmaaiill：：  zzhhuulliinn@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  助助教教  学学位位：：  博博士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本国国際際文文化化学学会会、、日日本本思思想想史史学学会会、、地地球球シシスステテムム倫倫理理学学会会  

研研究究分分野野：：  交交流流史史、、国国際際文文化化学学、、日日本本思思想想史史  

キキーーワワーードド：：  異異文文化化理理解解、、近近代代化化論論、、中中国国文文学学研研究究会会、、鶴鶴見見和和子子  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・１１９９世世紀紀〜〜２２００世世紀紀ににおおけけるる日日本本とと中中国国のの文文化化交交渉渉史史  

・・異異文文化化受受容容・・他他者者認認識識をを中中心心ととすするる国国際際文文化化論論  

・・外外国国人人留留学学生生向向けけのの日日本本語語・・日日本本文文化化のの教教育育  

 
研研究究内内容容：：    

課課題題１１：：「「多多領領域域ををむむすすぶぶ日日本本知知識識人人のの中中国国認認識識のの形形成成」」  

我々は常に他者という鏡を通して自己を構築している。近代日本の知識人たちが他者としての中国を見

る際に，自らどのような問題意識を持ち，戦争を経験して戦後になってからその意識がどのように転換し

たのか，彼らにとって中国はいかなる存在であるか。この一連の問題にアプローチするために，私は「中

国文学研究会」という知識人の集団に注目した。 

その同人である竹内好・武田泰淳・實藤恵秀・松枝茂夫・岡崎俊夫・増田渉などは，戦時中に積極的に

文筆活動を行い，戦後でも戦後思想・戦後文学・文化交渉と言語問題・ジャーナリズムという四つの領域

に引き続き活動を展開されていた。そのため，本研究はいわゆる団体としての活動時期に縛られず，前述

した四つの領域に形成された様々な中国像を有機的に関係することを検証し，戦後日本の中国認識の形成

過程の一側面を解明する。 

課課題題２２：：「「日日中中近近代代思思想想のの歴歴史史像像とと連連鎖鎖」」  

東日本大震災以後，日本福島原発事故を象徴として，欧米中心的近代がすでに破綻を迎えたという論調

がしばしば見える。本研究は新たな近代性を創出する一環として，日本と中国を中心とする東アジアに見

られた「内発性・主体性・共生性」を中心とする近代性の歴史像を発見したい。 

考察対象として取り上げたのは，日本において「内発的発展論」の提唱者として知られている鶴見和子

（1918－2006）と，中国において「小城鎮建設」などの地域発展理論で国際的な注目を集めていた費孝通

（1910－2005）である。本研究は二人の理論が産出される経緯に注目し，その近代思想の内実を比較しな

がら，彼らの視点を通して戦後における日本と中国の「草の根の人々」が，近代化のプロセスにおいてど

のような役割を果たしたかを探究する。歴史的経験を通して今後の日本と中国が連携しながら自国の特徴

に符合するような発展を実現するための指針を提供したい。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

    

    

    

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：  

バイリンガルの単語認識に関する研究 

 

氏氏名名：：      
ワワーーナナーー川川原原  ジジェェシシーー／／    

WWAANNNNEERR  KKAAWWAAHHAARRAA  JJeessssiiee    
EE--mmaaiill：：  jj--kkaawwaahhaarraa@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  特特命命助助教教  学学位位：：  修修士士（（国国際際文文化化））  

所所属属学学会会・・協協会会：：    

研研究究分分野野：：  日日英英ババイイリリンンガガルルのの視視覚覚的的単単語語認認識識  

キキーーワワーードド：：  心心内内辞辞書書、、ババイイリリンンガガルル、、ママススクク下下ののププラライイミミンンググ実実験験  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ママススクク下下ののププラライイミミンンググ実実験験  
  

  

 
研研究究内内容容：：    

[[実実験験手手法法]]  

心内辞書には単語の音韻、形体、意味等が表象されているとされる。そして、心内辞書の表象と構造について調査する一つの手法として、マスク下のプライ

ミング実験（Forster & Davis, 1984）が挙げられる。例えば、マスク下のプライムを用いた語彙判断の実験では、被験者にターゲット刺激（e.g., FALL, POVE）を

提示し、それが実在する単語か否か判断させる。このターゲット刺激の提示に先行して、マスク刺激（i.e., ####）の提示後に、ターゲットと関連のあるプライム

刺激（e.g.., fell）、またはコントロール刺激（e.g., bank）を 40～60 ミリ秒ほど提示する。関連プライムの提示はコントロールと比較して、ターゲットの語彙判断に

要する時間を短くしたり、長くしたりすることがあるが、これはプライミング効果と呼ばれている。そして、プライミング効果が観測されることは、プライムとター

ゲットの表象間に繋がりがあることを意味すると考えられている。 

 

[[研研究究課課題題]]  

日本語を第一言語とし、英語を第二言語とする者（日英バイリンガル）と 

英語を第一言語とする者（英語モノリンガル）の心内辞書の類似点と相違点について研究している。 

 

例えば、英語モノリンガルを対象としたマスク下の語彙判断実験では、現在形動詞（e.g., HATCH, FALL）をターゲットとし、その過去形（e.g., hatched, fell）をプ

ライムとして提示すると、現在-過去形間の形体的な類似を模したコントロール刺激（e.g., hatchet, fill）を提示したときより、語彙判断に要する時間が短くなる

ことが確認されている（e.g., Pastizzo & Feldman, 2002）。このようなプライミング効果が確認されることから、英語を母語とする者の心内辞書には動詞の過去-

現在形間の形態的な繋がりが存在することが示唆されるが、同様の繋がりが英語を第二言語とする者の心内辞書にも存在するのかは議論が続いている

（e.g., Feldman et al., 2010; Silva & Clahsen, 2008）。そこで、Wanner-Kawahara et al. (2022)では、英語の熟練度が比較的高い日英バイリンガルを対象として

マスク下の語彙判断実験を行った。結果として、過去形動詞プライムの提示はコントロール刺激と比較して語彙判断を促進した。従って、英語モノリンガルと

同様に日英バイリンガルの心内辞書にも、英語動詞の過去-現在形間の形態的な繋がりがあることが示唆された。 

 

[[参参考考文文献献]]  
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